
ポートチャネルの設定

この章の内容は、次のとおりです。

• ポートチャネルについて, 1 ページ

• ポートチャネルの設定, 12 ページ

• ポートチャネル設定の確認, 27 ページ

• ロードバランシング発信ポート IDの確認 , 28 ページ

• ポートチャネル設定の機能履歴, 28 ページ

ポートチャネルについて
ポートチャネルは、個別インターフェイスを 1つのグループに集約して、帯域幅と冗長性の向上
を実現します。これらの集約された各物理インターフェイス間でトラフィックのロードバランシ

ングも行います。ポートチャネルの物理インターフェイスが少なくとも 1つ動作していれば、そ
のポートチャネルは動作しています。

ポートチャネルは、互換性のあるインターフェイスをバンドルすることによって作成します。ス

タティックポートチャネルのほか、Link Aggregation Control Protocol（LACP）を実行するポート
チャネルを設定して稼働させることができます。

変更した設定をポートチャネルに適用すると、そのポートチャネルのメンバーインターフェイ

スにもそれぞれ変更が適用されます。たとえば、スパニングツリープロトコル（STP）のパラメー
タをポートチャネルに設定すると、Cisco NX-OSソフトウェアでは、これらのパラメータがポー
トチャネルの各インターフェイスに適用されます。

関連するプロトコルを使用せず、スタティックポートチャネルを使用すれば、設定を簡略化でき

ます。IEEE 802.3adに規定されている Link Aggregation Control Protocol（LACP）を使用すると、
ポートチャネルをより効率的に使用することができます。LACPを使用すると、リンクによって
プロトコルパケットが渡されます。

関連トピック

LACPの概要, （8ページ）
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ポートチャネルの概要

Cisco NX-OSは、ポートチャネルを使用することにより、広い帯域幅、冗長性、チャネル全体の
ロードバランシングを実現しています。

ポートを 1つのスタティックポートチャネルに集約するか、またはリンク集約制御プロトコル
（LACP）をイネーブルにできます。LACPによるポートチャネルを設定する手順は、スタティッ
クポートチャネルの場合とは若干異なります。ポートチャネル設定の制約事項については、プ

ラットフォームの『Verified Scalability』マニュアルを参照してください。ロードバランシングの
詳細については、ポートチャネルを使ったロードバランシング, （5ページ）を参照してくだ
さい。

Cisco NX-OSは、ポートチャネルに対するポート集約プロトコル（PAgP）をサポートしてい
ません。

（注）

ポートチャネルは、個々のリンクを 1つのチャネルグループにバンドルしたもので、それにより
いくつかの物理リンクの帯域幅を集約した単一の論理リンクが作成されます。ポートチャネル内

のメンバーポートに障害が発生すると、障害が発生したリンクで伝送されていたトラフィックは

ポートチャネル内のその他のメンバーポートに切り替わります。

各ポートにはポートチャネルが 1つだけあります。ポートチャネル内のすべてのポートには互換
性が必要です。つまり、回線速度が同じであり、かつ全二重モードで動作する必要があります。

スタティックポートチャネルを LACPなしで稼働すると、個々のリンクがすべて onチャネル
モードで動作します。このモードを変更するには、LACPをイネーブルにする必要があります。

チャネルモードを、onから active、または onから passiveに変更することはできません。（注）

ポートチャネルインターフェイスを作成することで、ポートチャネルを直接作成することがで

きます。またチャネルグループを作成して個々のポートを 1つに集約することもできます。イン
ターフェイスをチャネルグループに関連付ける際、ポートチャネルがなければ、Cisco NX-OSで
は対応するポートチャネルが自動的に作成されます。最初にポートチャネルを作成することもで

きます。その場合、Cisco NX-OSでは、ポートチャネルと同じチャネル数で空のチャネルグルー
プが作成され、デフォルトの設定が適用されます。

少なくともメンバーポートの 1つがアップしており、かつそのポートのチャネルが有効であ
れば、ポートチャネルは動作上アップ状態にあります。メンバーポートがすべてダウンして

いれば、ポートチャネルはダウンしています。

（注）
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ポートチャネルの設定に関する注意事項と制約事項

ポートチャネルは、グローバルコンフィギュレーションモードまたはスイッチプロファイル

モードのいずれかで設定することができます。CiscoNX-OSの設定同期化機能を介してポートチャ
ネルの設定を行う際には、次の注意事項および制約事項を考慮してください。

•いったんスイッチプロファイルモードで設定したポートチャネルを、グローバルコンフィ
ギュレーション（config terminal）モードで設定することはできません。

ポートチャネルに関する一部のサブコマンドは、スイッチプロファイルモー

ドでは設定できません。ただしこれらのコマンドは、ポートチャネルがスイッ

チプロファイルモードで作成、設定されている場合でも、グローバルコン

フィギュレーションモードからであれば設定することができます。

たとえば、次のコマンドはグローバルコンフィギュレーションモードでのみ

設定可能です。

switchport private-vlan association trunk primary-vlan secondary-vlan

（注）

• shutdownおよび no shutdownは、グローバルコンフィギュレーションモードとスイッチプ
ロファイルモードのどちらでも設定できます。

•ポートチャネルをグローバルコンフィギュレーションモードで作成した場合は、メンバー
インターフェイスを含むチャネルグループも、グローバルコンフィギュレーションモード

を使用して作成する必要があります。

•スイッチプロファイルモードで設定されたポートチャネルには、スイッチプロファイルの
内部と外部どちらからもメンバーにすることができます。

•メンバーインターフェイスをスイッチプロファイルにインポートする場合は、そのメンバー
インターフェイスに対応するポートチャネルがスイッチプロファイル内に存在する必要が

あります。

スイッチプロファイルの詳細については、を参照してください。

互換性要件

ポートチャネルグループにインターフェイスを追加すると、Cisco NX-OSでは、そのインター
フェイスとチャネルグループとの互換性が確保されるように、特定のインターフェイス属性の

チェックが行われます。また Cisco NX-OSでは、インターフェイスがポートチャネル集約に加え
られることを許可する場合にも、事前にそのインターフェイスに関するさまざまな動作属性の

チェックが行われます。

互換性チェックの対象となる動作属性は次のとおりです。

•ポートモード
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•アクセス VLAN

•トランクネイティブ VLAN

•許可 VLANリスト

•速度

• 802.3xフロー制御設定

• MTU

Cisco Nexusデバイスは、システムレベルMTUだけをサポートします。この属性を個々の
ポートごとに変更できません。

•ブロードキャスト/ユニキャスト/マルチキャストストーム制御設定

•プライオリティフロー制御

•タグなし CoS

Cisco NX-OSで使用される互換性チェックの全リストを表示する場合は、show port-channel
compatibility-parametersコマンドを使用します。

チャネルモードセットを onに設定したインターフェイスだけをスタティックポートチャネルに
追加できます。またLACPを実行するポートチャネルには、チャネルモードがactiveまたはpassive
に設定されたインターフェイスだけを追加することもできますこれらの属性は個別のメンバー

ポートに設定できます。

インターフェイスがポートチャネルに追加されると、次の各パラメータはそのポートチャネルに

関する値に置き換えられます。

•帯域幅

• MACアドレス

•スパニングツリープロトコル

インターフェイスがポートチャネルに追加されても、次に示すインターフェイスパラメータは影

響を受けません。

•説明

• CDP

• LACPポートプライオリティ

•デバウンス

channel-group forceコマンドを使用して、ポートをチャネルグループへ強制的に追加できるよう
にした場合、パラメータは次のように処理されます。

•インターフェイスがポートチャネルに参加すると、次のパラメータは削除され、動作上ポー
トチャネルの値と置き換えられます。ただし、この変更は、インターフェイスの実行コン

フィギュレーションには反映されません。
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QoS•

•帯域幅

•遅延

• STP

•サービスポリシー

• ACL

•インターフェイスがポートチャネルに追加またはポートチャネルから削除されても、次の
パラメータはそのまま維持されます。

•ビーコン

•説明

• CDP

• LACPポートプライオリティ

•デバウンス

• UDLD

•シャットダウン

• SNMPトラップ

ポートチャネルを使ったロードバランシング

Cisco NX-OSでは、フレーム内のアドレスから生成されたバイナリパターンの一部を数値に圧縮
変換し、それを基にチャネル内のリンクを 1つ選択することによって、ポートチャネルを構成す
るすべての動作中インターフェイス間でトラフィックのロードバランシングが行われます。ポー

トチャネルはデフォルトでロードバランシングを備えています。

基本設定では、次の基準を使用してリンクを選択します。

•レイヤ 2フレームの場合は、送信元および宛先のMACアドレスを使用します。

•レイヤ3フレームの場合は、送信元および宛先のMACアドレスと送信元および宛先の Internet
Protocol（IP）アドレスを使用します。

•レイヤ4フレームの場合は、送信元および宛先のMACアドレスと送信元および宛先の Internet
Protocol（IP）アドレスを使用します。

レイヤ 4フレームに対しては、必要に応じて送信元および宛先のポート番号
を指定することもできます。

（注）
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次のいずれかの方法（詳細については次の表を参照）を使用してポートチャネル全体をロードバ

ランシングするようにスイッチを設定できます。

•宛先MACアドレス

•送信元MACアドレス

•送信元および宛先MACアドレス

•宛先 IPアドレス

•送信元 IPアドレス

•送信元および宛先 IPアドレス

•宛先 TCP/UDPポート番号

•送信元 TCP/UDPポート番号

•送信元および宛先 TCP/UDPポート番号

表 1：ポートチャネルロードバランシング基準

レイヤ 4 基準レイヤ 3 基準レイヤ 2 基準設定

宛先MAC宛先MAC宛先MAC宛先MAC

送信元MAC送信元MAC送信元MAC送信元MAC

送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC

宛先MAC、宛先 IP宛先MAC、宛先 IP宛先MAC宛先 IP

送信元MAC、送信元
IP

送信元MAC、送信元
IP

送信元MAC送信元 IP

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC送信元/宛先 IP

宛先MAC、宛先 IP、
宛先ポート

宛先MAC、宛先 IP宛先MAC宛先 TCP/UDPポート

送信元MAC、送信元
IP、送信元ポート

送信元MAC、送信元
IP

送信元MAC送信元 TCP/UDPポー
ト

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP、送信元/
宛先ポート

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC送信元および宛先

TCP/UDPポート
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ファブリックエクステンダの設定は個別には行えません。ファブリックエクステンダの設定は、

Cisco Nexusデバイスで定義されます。ポートチャネルロードバランシングプロトコルにおい
て、Cisco Nexusデバイスで実行された設定の結果に応じてファブリックエクステンダモジュー
ル上で自動的に設定されるポートチャネルロードバランシングオプションについては下記の表

を参照してください。

次の表は、各設定の基準をまとめたものです。

表 2： Cisco Nexus 2232 ファブリックエクステンダおよび Cisco Nexus 2248 ファブリックエクステンダにおけ
るポートチャネルでのロードバランシングの基準

レイヤ 4 基準レイヤ 3 基準レイヤ 2 基準設定

送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC宛先MAC

送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC送信元MAC

送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC送信元/宛先MAC

送信元/宛先MACと送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MACと送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC宛先 IP

送信元/宛先MACと送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MACと送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC送信元 IP

送信元/宛先MACと送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MACと送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC送信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP、および送
信元/宛先ポート

送信元/宛先MACと送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC宛先 TCP/UDPポート

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP、および送
信元/宛先ポート

送信元/宛先MACと送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC送信元 TCP/UDPポー
ト

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP、および送
信元/宛先ポート

送信元/宛先MAC、送
信元/宛先 IP

送信元/宛先MAC送信元および宛先

TCP/UDPポート

使用している設定で最も多様なバランス基準を提供するオプションを使用してください。たとえ

ば、ポートチャネルのトラフィックが 1つのMACアドレスにだけ送られ、ポートチャネルでの
ロードバランシングの基準としてその宛先MACアドレスが使用されている場合、ポートチャネ
ルでは常にそのポートチャネル内の同じリンクが選択されます。したがって、送信元アドレスま

たは IPアドレスを使用すると、結果的により優れたロードバランシングが行われることになりま
す。
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ハードウェアマルチキャスト hw-hashコマンドは、Cisco Nexus 3500シリーズスイッチではサ
ポートされません。これらのスイッチではこのコマンドを設定しないことを推奨します。

（注）

LACP の概要

LACP の概要

LACP機能を設定して使用にする場合は、あらかじめ LACP機能をイネーブルにしておく必要
があります。

（注）

次の図は、個々のリンクを個別リンクとして機能させるだけでなく LACPポートチャネルおよび
チャネルグループに組み込む方法を示したものです。

図 1：個々のリンクをポートチャネルに組み込む

LACPを使用すると、スタティックポートチャネルの場合と同じように、最大 16個のインター
フェイスを 1つのチャネルグループにバンドルすることができます。

ポートチャネルを削除すると、関連付けられたチャネルグループも Cisco NX-OSによって自
動的に削除されます。すべてのメンバーインターフェイスは以前の設定に戻ります。

（注）

LACP設定が 1つでも存在する限り、LACPをディセーブルにはできません。

LACP ID パラメータ
LACPでは次のパラメータが使用されます。
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• LACPシステムプライオリティ：LACPを稼働している各システムは、LACPシステムプラ
イオリティ値を持っています。このパラメータのデフォルト値である 32768をそのまま使用
するか、1～ 65535の範囲で値を設定できます。LACPは、このシステムプライオリティと
MACアドレスを組み合わせてシステム IDを生成します。また、システムプライオリティを
他のデバイスとのネゴシエーションにも使用します。システムプライオリティ値が大きいほ

ど、プライオリティは低くなります。

LACPシステム IDは、LACPシステムプライオリティ値とMACアドレスを組み合わせたもの
です。

（注）

• LACPポートプライオリティ：LACPを使用するように設定された各ポートには、LACPポー
トプライオリティが割り当てられます。デフォルト値である 32768をそのまま使用するか、
1～ 65535の範囲で値を設定できます。LACPでは、ポートプライオリティおよびポート番
号によりポート IDが構成されます。また、互換性のあるポートのうち一部を束ねることが
できない場合に、どのポートをスタンバイモードにし、どのポートをアクティブモードに

するかを決定するのに、ポートプライオリティを使用します。LACPでは、ポートプライオ
リティ値が大きいほど、プライオリティは低くなります。指定ポートが、より低い LACPプ
ライオリティを持ち、ホットスタンバイリンクではなくアクティブリンクとして選択され

る可能性が最も高くなるように、ポートプライオリティを設定できます。

• LACP管理キー：LACPは、LACPを使用するように設定された各ポート上のチャネルグルー
プ番号に等しい管理キー値を自動的に設定します。管理キーにより、他のポートとともに集

約されるポートの機能が定義されます。他のポートとともに集約されるポートの機能は、次

の要因によって決まります。

◦ポートの物理特性（データレート、デュプレックス機能、ポイントツーポイントまたは
共有メディアステートなど）

◦ユーザが作成した設定に関する制約事項

チャネルモード

ポートチャネルの個別インターフェイスは、チャネルモードで設定します。プロトコルを使用せ

ずにスタティックポートチャネルを稼働すると、そのチャネルモードは常に onに設定されま
す。デバイス上で LACPをグローバルにイネーブルにした後、各チャネルの LACPをイネーブル
にします。それには、各インターフェイスのチャネルモードを activeまたは passiveに設定しま
す。LACPチャネルグループを構成する個々のリンクについて、どちらかのチャネルモードを設
定できます。

activeまたは passiveのチャネルモードで、個々のインターフェイスを設定するには、まず、
LACPをグローバルにイネーブルにする必要があります。

（注）
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次の図は、チャネルモードをまとめたものです。

表 3：ポートチャネルの個別リンクのチャネルモード

説明チャネルモード

ポートをパッシブなネゴシエーション状態にす

るLACPモード。この状態では、ポートは受信
した LACPパケットに応答はしますが、LACP
ネゴシエーションを開始することはありませ

ん。

passive

ポートをアクティブネゴシエーションステー

トにする LACPモード。この場合ポートでは
LACPパケットを送信することにより、他のポー
トとのネゴシエーションが開始されます。

active

すべてのスタティックポートチャネル（つま

り LACPを稼働していないポートチャネル）
は、このモードのままになります。LACPをイ
ネーブルにする前にチャネルモードを activeま
たは passiveに変更しようとすると、デバイス
がエラーメッセージを返します。

チャネルでLACPをイネーブルにするには、そ
のチャネルのインターフェイスでチャネルモー

ドを activeまたは passiveに設定します。LACP
は、on状態のインターフェイスとネゴシエート
する場合、LACPパケットを受信しないため、
そのインターフェイスと個別のリンクを形成し

ます。つまり、LACPチャネルグループには参
加しません。

on

passiveと activeのどちらのモードでも、ポート速度やトランキングステートなどの基準に基づい
てポートチャネルを構成可能かどうかを判定するため、LACPによるポート間のネゴシエーショ
ンが行われます。passiveモードは、リモートシステム、つまり、パートナーが、LACPをサポー
トしているかどうかが不明な場合に便利です。

次の例に示したとおり、ポートは、異なる LACPモードであっても、それらのモード間で互換性
があれば、LACPポートチャネルを構成することができます。

• activeモードのポートは、activeモードの別のポートとともにポートチャネルを正しく形成
できます。

• activeモードのポートは、passiveモードの別のポートとともにポートチャネルを形成できま
す。
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• passiveモードのポート同士ではポートチャネルを構成できません。これは、どちらのポート
もネゴシエーションを開始しないためです。

• onモードのポートは LACPを実行していません。

LACP マーカーレスポンダ
ポートチャネルを使用すると、リンク障害やロードバランシング動作に伴って、データトラ

フィックが動的に再配信される場合があります。LACPでは、マーカープロトコルを使用して、
こうした再配信によってフレームが重複したり順序が変わったりしないようにします。CiscoNX-OS
は、マーカーレスポンダだけをサポートしています。

LACP がイネーブルのポートチャネルとスタティックポートチャネルの相違点
次の表は、LACPがイネーブルのポートチャネルとスタティックポートチャネルとの主な相違点
をまとめたものです。設定の最大制限値の詳細については、デバイスの『Verified Scalability』マ
ニュアルを参照してください。

表 4：LACP がイネーブルのポートチャネルとスタティックポートチャネル

スタティックポートチャネルLACP がイネーブルのポート
チャネル

構成

なし。グローバルにイネーブル化適用されるプロトコル

onモードのみ次のいずれか。

• Active

• Passive

リンクのチャネルモード

LACP ポートチャネルの最小リンクおよび MaxBundle
ポートチャネルは、同様のポートを集約し、単一の管理可能なインターフェイスの帯域幅を増加

させます。

最小リンクおよび maxbundle機能の導入により、LACPポートチャネル動作を改善し、単一の管
理可能なインターフェイスの帯域幅を増加させます。

LACPポートチャネルのMinLink機能は次の処理を実行します。

• LACPポートチャネルにリンクアップし、バンドルする必要があるポートの最小数を設定し
ます。

•低帯域幅の LACPポートチャネルがアクティブにならないようにします。
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•必要な最小帯域幅を提供するアクティブメンバーポートが少数の場合、LACPポートチャ
ネルが非アクティブになります。

LACPMaxBundleは、LACPポートチャネルで許可されるバンドルポートの最大数を定義します。

LACP MaxBundle機能では、次の処理が行われます。

• LACPポートチャネルのバンドルポート数の上限を定義します。

•バンドルポートがより少ない場合のホットスタンバイポートを可能にします（たとえば、
5つのポートを含む LACPポートチャネルにおいて、ホットスタンバイポートとしてそれ
らのポートの 2つを指定できます）。

最小リンクおよびmaxbundle機能は、LACPポートチャネルだけで動作します。ただし、デバ
イスでは非 LACPポートチャネルでこの機能を設定できますが、機能は動作しません。

LACPの最小リンクと maxbundleの設定は、FEX HIFポートチャネルには適用できません。

最小リンクまたは maxbundleの設定を非 LACP HIF POに適用することはできますが、機能は
動作しません。LACPHIF POで最小リンクまたはmaxbundleの設定を行うことは許可されてお
らず、拒否されます。

（注）

ポートチャネルの設定

デフォルト設定

表 5：デフォルトポートチャネルパラメータ

デフォルトパラメータ

管理アップポートチャネル

送信元および宛先 IPアドレスレイヤ3インターフェイスのロードバランシン
グ方式

送信元および宛先MACアドレスレイヤ2インターフェイスのロードバランシン
グ方式

ディセーブルモジュールごとのロードバランシング

ディセーブルRBHモジュロモード

ディセーブルLACP
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デフォルトパラメータ

onチャネルモード

32768LACPシステムプライオリティ

32678LACPポートプライオリティ

1LACPの最小リンク

1FEXファブリックポートチャネル用最小リン
ク数

16Maxbundle

ポートチャネルの作成

チャネルグループを作成する前にポートチャネルを作成します。Cisco NX-OSは、対応するチャ
ネルグループを自動的に作成します。

LACPベースのポートチャネルを使用する場合は、LACPをイネーブルにする必要がありま
す。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

設定するポートチャネルインターフェイスを指定

し、インターフェイスコンフィギュレーション

switch(config)# interface
port-channelchannel-number

ステップ 2   

モードを開始します。範囲は1～4096です。チャ
ネルグループがまだ存在していなければ、Cisco
NX-OSによって自動的に作成されます。

ポートチャネルを削除し、関連するチャネルグ

ループを削除します。

switch(config)# no interface
port-channelchannel-number

ステップ 3   

次の例は、ポートチャネルの作成方法を示しています。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 1
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ポートチャネルへのポートの追加

新規のチャネルグループ、または他のポートがすでに属しているチャネルグループにポートを追

加できます。ポートチャネルがない場合は、Cisco NX-OSによってこのチャネルグループに関連
付けられたポートチャネルが作成されます。

LACPベースのポートチャネルを使用する場合は、LACPをイネーブルにする必要がありま
す。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

チャネルグループに追加するインターフェイスを指

定し、インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch(config)#
interfacetypeslot/port

ステップ 2   

これが QSFP+ GEMSの場合、slot/port構
文は slot/QSFP-module/portになります。

（注）

（任意）

指定したインターフェイスをトランクポートとして

設定します。

switch(config-if)# switchport
mode trunk

ステップ 3   

（任意）

トランクポートに必要なパラメータを設定します。

switch(config-if)# switchport
trunk {allowed vlanvlan-id |
native vlanvlan-id}

ステップ 4   

チャネルグループ内にポートを設定し、モードを設

定します。channel-numberの指定できる範囲は 1～
switch(config-if)#
channel-groupchannel-number

ステップ 5   

4096です。ポートチャネルがない場合は、Cisco
NX-OSによってこのチャネルグループに関連付け
られたポートチャネルが作成されます。これを、暗

黙的なポートチャネル作成と言います。

（任意）

チャネルグループからポートを削除します。チャネ

ルグループから削除されたポートは元の設定に戻り

ます。

switch(config-if)# no
channel-group

ステップ 6   
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次に、イーサネットインターフェイス 1/4をチャネルグループ 1に追加する例を示します。
switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# switchport mode trunk
switch(config-if)# channel-group 1

ポートチャネルを使ったロードバランシングの設定

デバイス全体に適用されるポートチャネル用のロードバランシングアルゴリズムを設定できま

す。

LACPベースのポートチャネルを使用する場合は、LACPをイネーブルにする必要がありま
す。

（注）

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

switch# configure terminalステップ 1   

デバイスのロードバランシングアルゴリズムを指定

します。指定可能なアルゴリズムはデバイスによっ

て異なります。デフォルトは source-dest-macです。
（注）

switch(config)# port-channel
load-balance ethernet
{[destination-ip | destination-mac
| destination-port | source-dest-ip
| source-dest-mac |
source-dest-port | source-ip |

ステップ 2   

Cisco Nexus 5500プラットフォームスイッチはハッ
シュパラメータの圧縮に使用できる8種のハッシュ

source-mac | source-port] |
crc-poly}

多項式をサポートします。ポートチャネルからの出

力トラフィックに対するハッシュパラメータの種類

によっては、多項式が異なると負荷分散の結果も異

なる場合があります。デフォルトのハッシュ多項式

は CRC8aです。変数は次のように設定できます。

• CRC8a

• CRC8b

• CRC8c

• CRC8d

• CRC8e

• CRC8f

• CRC8g
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目的コマンドまたはアクション

（任意）

ロードバランシングアルゴリズムをデフォルトの

source-dest-macに戻します。

switch(config)# no port-channel
load-balance ethernet

ステップ 3   

（任意）

ポートチャネルロードバランシングアルゴリズム

を表示します。

switch# show port-channel
load-balance

ステップ 4   

次の例は、ポートチャネルに対して送信元 IPによるロードバランシングを設定する方法を示し
たものです。

switch# configure terminal
switch (config)# port-channel load-balance ethernet source-ip

マルチキャストトラフィックに対するハードウェアハッシュの設定

デフォルトでは、スイッチのどのポートにおける入力マルチキャストトラフィックでも、特定の

ポートチャネルメンバーが選択され、トラフィックが出力されます。マルチキャストトラフィッ

クのハードウェアハッシュを設定して、帯域幅の問題が発生する可能性を減らし、入力マルチ

キャストトラフィックの効率的なロードバランシングを行うことができます。ハードウェアハッ

シュをイネーブルにするには、hardwaremulticast hw-hashコマンドを使用します。デフォルトに
戻す場合は、no hardware multicast hw-hashコマンドを使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

ポートチャネルを選択し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch(config)# interface
port-channelchannel-number

ステップ 2   

指定したポートチャネルに対してハードウェ

アハッシュを設定します。

switch(config-if)# [no] hardware
multicast hw-hash

ステップ 3   

次の例は、ポートチャネルに対してハードウェアハッシュを設定する方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 21
switch(config-if)# hardware multicast hw-hash
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次の例は、ポートチャネルからハードウェアハッシュを削除する方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch (config)# interface port-channel 21
switch(config-if)# no hardware multicast hw-hash

LACP のイネーブル化
LACPはデフォルトではディセーブルです。LACPの設定を開始するには、LACPをイネーブルに
する必要があります。LACP設定が 1つでも存在する限り、LACPをディセーブルにはできませ
ん。

LACPは、LANポートグループの機能を動的に学習し、残りの LANポートに通知します。LACP
では、適合する複数のイーサネットリンクが検出されると、これらのリンクが 1つのポートチャ
ネルにグループ化されます。次に、ポートチャネルは単一ブリッジポートとしてスパニングツ

リーに追加されます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

スイッチ上で LACPをイネーブルにしま
す。

switch(config)# feature lacpステップ 2   

（任意）

イネーブルにされた機能を表示します。

switch(config)# show featureステップ 3   

次に、LACPをイネーブルにする例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature lacp

ポートに対するチャネルモードの設定

LACPポートチャネルのそれぞれのリンクのチャネルモードを activeまたは passiveに設定できま
す。このチャネルコンフィギュレーションモードを使用すると、リンクはLACPで動作可能にな
ります。

関連するプロトコルを使用せずにポートチャネルを設定すると、リンク両端のすべてのインター

フェイスでは onチャネルモードが維持されます。

はじめる前に

LACP機能がイネーブルになっていることを確認します。
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手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure terminalステッ

プ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)#
interfacetypeslot/port

ステッ

プ 2   

これが QSFP+ GEMSの場合、slot/port構文は
slot/QSFP-module/portになります。

（注）

ポートチャネルのリンクのポートモードを指定します。

LACPをイネーブルにしたら、各リンクまたはチャネル全
体を activeまたは passiveに設定します。

switch(config-if)#
channel-group
channel-number [force]
[mode {on | active |
passive}]

ステッ

プ 3   

force：LANポートをチャネルグループに強制的に追加する
ことを指定します。

mode：インターフェイスのポートチャネルモードを指定
します。

active：これを指定すると、LACPをイネーブルにした時点
で、指定したインターフェイス上で LACPがイネーブルに
なります。インターフェイスはアクティブネゴシエーショ

ンステートになります。この場合ポートでは、LACPパケッ
トを送信することにより、他のポートとのネゴシエーショ

ンが開始されます。

on：（デフォルトモード）これを指定すると、LACPを実
行していないすべてのポートチャネルに対して、このモー

ドが維持されます。

passive：LACP装置が検出された場合に限り、LACPをイ
ネーブルにします。インターフェイスはパッシブネゴシ

エーションステートになります。この場合ポートでは、受

信した LACPパケットへの応答は行われますが、LACPネ
ゴシエーションは開始されません。

関連するプロトコルを使用せずにポートチャネルを実行す

る場合、チャネルモードは常に onです。

指定インターフェイスのポートモードを onに戻しますswitch(config-if)# no
channel-groupnumbermode

ステッ

プ 4   
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次に、チャネルグループ 5のイーサネットインターフェイス 1/4で、LACPがイネーブルなイン
ターフェイスを activeポートチャネルモードに設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# channel-group 5 mode active

次の例は、チャネルグループ 5にインターフェイスを強制的に追加する方法を示したものです。
switch(config)# interface ethernet 1/1
switch(config-if)# channel-group 5 force
switch(config-if)#

LACP ポートチャネル最小リンク数の設定
LACPの最小リンク機能を設定できます。最小リンク数機能は LACPでのみ機能しますが、非
LACPポートチャネルに対してこの機能の CLIコマンドを入力することができます。しかし、こ
のコマンドは処理されません。

はじめる前に

適切なポートチャネルインターフェイスであることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface
port-channelnumber

ステップ 2   

ポートチャネルインターフェイスを指定して、最小

リンク数を設定し、インターフェイスコンフィギュ

switch(config-if)# lacp
min-linksnumber

ステップ 3   

レーションモードを開始します。指定できる範囲は 1
～ 16です。

（任意）

ポートチャネル最小リンク数のコンフィギュレーショ

ンを表示します。

switch(config-if)# show
running-config interface
port-channelnumber

ステップ 4   

以前の Cisco NX-OSリリースから Cisco
NX-OSリリース 7.2(1)N1(1)以降のリリース
にアップグレードすると、追加の設定行 no
lacp suspend-individualが show
running-config interface port-channelnumber
コマンドの showコマンド出力に表示されま
す。

（注）
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次に、LACPポートチャネル最小リンク数を設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface port-channel 3
switch(config-if)# lacp min-links 3
switch(config-if)# show running-config interface port-channel 3
interface port-channel 3
lacp min-links 3

LACP ポートチャネル MaxBundle の設定
LACPの最小リンク機能を設定できます。最小リンクと maxbundlesは LACPでのみ動作します。
ただし、非 LACPポートチャネルに対してこれらの機能の CLIコマンドを入力できますが、これ
らのコマンドは動作不能です。

はじめる前に

適切なポートチャネルインターフェイスであることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクショ

ン

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure terminalステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インターフェイス

コンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)# interface
port-channelnumber

ステップ 2   

ポートチャネルインターフェイスを指定して、max-bundle
を設定し、インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch(config-if)# lacp
max-bundlenumber

ステップ 3   

ポートチャネルの max-bundleのデフォルト値は 16で
す。指定できる範囲は 1～ 16です。

デフォルト値は 16ですが、ポートチャネルの
アクティブメンバー数は、pc_max_links_config
およびポートチャネルで許可されている

pc_max_active_membersの最小数です。最小リ
ンク機能と最大バンドル機能は、ポートチャ

ネルの両側が同じ値で設定されている場合に適

切に機能します。最小/最大バンドル値の不一
致は、ポートのフラップ、トラフィックのド

ロップ、不必要なポートの停止につながる可能

性があります。

（注）

switch(config-if)# show
running config interface
port-channelnumber

ステップ 4   
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次に、モジュール 3のポートチャネルインターフェイスのmax-bundleを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# lacp max-bundle 3

LACP 高速タイマーレートの設定
LACPタイマーレートを変更することにより、LACPタイムアウトの時間を変更することができ
ます。lacp rateコマンドを使用すれば、LACPがサポートされているインターフェイスに LACP
制御パケットを送信する際のレートを設定できます。タイムアウトレートは、デフォルトのレー

ト（30秒）から高速レート（1秒）に変更することができます。このコマンドは、LACPがイネー
ブルになっているインターフェイスでのみサポートされます。

はじめる前に

LACP機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   

設定するインターフェイスを指定します。インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch(config)#
interfacetypeslot/port

ステップ 2   

これがQSFP+GEMSの場合、slot/port構文
は slot/QSFP-module/portになります。

（注）

LACPがサポートされているインターフェイスに
LACP制御パケットを送信する際のレートとして高
速レート（1秒）を設定します。

switch(config-if)# lacp rate
fast

ステップ 3   

次の例は、イーサネットインターフェイス 1/4に対して LACP高速レートを設定する方法を示し
たものです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# lacp rate fast

次の例は、イーサネットインターフェイス 1/4の LACPレートをデフォルトのレート（30秒）に
戻す方法を示したものです。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# no lacp rate fast
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LACP ショートタイムアウトの設定
lacp rate fastコマンドの LACPショートタイムアウト値を変更して、LACP高速レートタイムア
ウトの期間を変更することができます。lacp rate fastコマンドを使用すれば、LACPがサポートさ
れているインターフェイスに LACP制御パケットを送信する際の高速レートを設定できます。
ショートタイムアウト値を 15秒（デフォルトタイムアウト）から 3秒（IEEE802.3adで推奨され
る標準）に変更できます。

lacp short-timeoutコマンドは、LACPがイネーブルになっているインターフェイスでのみサ
ポートされます。

LACPショートタイムアウトが設定されている場合、BFD機能はサポートされません。

vPC Multichassis EtherChannelトランク（MCT）ポートでは LACPレート高速は推奨されませ
ん。

（注）

はじめる前に

LACPレート高速機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

ステップ 1 switch# configure terminal
グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 2 switch(config)# lacp short-timeout
LACPがサポートされているインターフェイスに LACP制御パケットを送信する際の LACP高速
レートのショートタイムアウト値を設定します。有効な値の範囲は 3～ 15秒です。デフォルト
のショートタイムアウト値は 15秒です。

LACPショートタイムアウトのデフォルト設定は実行コンフィギュレーションには表示
されません。

（注）

ステップ 3 （任意） switch(config)# show run | include lacp
インターフェイス上の LACPの設定を表示します。

次に、LACP高速レートに 3秒の LACPショートタイムアウト値を設定する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# lacp short-timeout 3

次に、LACP高速レートにLACPショートタイムアウトのデフォルトタイムアウト（15秒）を復
元する例を示します。

switch# configure terminal
switch(config)# no lacp short-timeout
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LACP のシステムプライオリティおよびシステム ID の設定
LACPシステム IDは、LACPシステムプライオリティ値とMACアドレスを組み合わせたもので
す。

はじめる前に

LACP機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

LACPで使用するシステムプライオリティを設
定します。指定できる範囲は 1～ 65535で、値

switch(config)# lacp
system-prioritypriority

ステップ 2   

が大きいほどプライオリティは低くなります。

デフォルト値は 32768です。

（任意）

LACPシステム識別子を表示します。
switch# show lacp
system-identifier

ステップ 3   

次に、LACPシステムプライオリティを 2500に設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# lacp system-priority 2500

LACP ポートプライオリティの設定
LACPポートチャネルの各リンクに対して、ポートプライオリティの設定を行うことができま
す。

はじめる前に

LACP機能がイネーブルになっていることを確認します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

switch# configure terminalステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

設定するインターフェイスを指定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始します。

switch(config)#
interfacetypeslot/port

ステップ 2   

これがQSFP+ GEMSの場合、slot/port構文
は slot/QSFP-module/portになります。

（注）

LACPで使用するポートプライオリティを設定しま
す。指定できる範囲は 1～ 65535で、値が大きいほ

switch(config-if)# lacp
port-prioritypriority

ステップ 3   

どプライオリティは低くなります。デフォルト値は

32768です。

次に、イーサネットインターフェイス 1/4の LACPポートプライオリティを 40000に設定する例
を示します。

switch# configure terminal
switch (config)# interface ethernet 1/4
switch(config-if)# lacp port priority 40000

LACP グレースフルコンバージェンスのディセーブル化

はじめる前に

• LACP機能をイネーブルにします。

•ポートチャネルが管理上のダウン状態になっていることを確認します。

•正しいVDCを使用していることを確認します。正しいVDCに切り替えるには、switchtovdc
コマンドを入力します。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するポートチャネルインターフェイス

を指定し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface port-channel number

例：
switch(config)# interface
port-channel 1
switch(config) #

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

ポートチャネルを管理シャットダウンしま

す。

シャットダウン

例：
switch(config-if)# shutdown
switch(config-if) #

ステップ 3   

指定したポートチャネルのLACPグレース
フルコンバージェンスをディセーブルにし

ます。

no lacp graceful-convergence

例：
switch(config-if)# no lacp
graceful-convergence
switch(config-if) #

ステップ 4   

ポートチャネルを管理上のアップ状態にし

ます。

no shutdown

例：
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if) #

ステップ 5   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コン

フィギュレーションをスタートアップコン

copy running-config startup-config

例：
switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

フィギュレーションにコピーして、変更を

継続的に保存します。

次の例は、ポートチャネルのLACPグレースフルコンバージェンスをディセーブルにする方法を
示したものです。

switch# configure terminal
switch(config) # interface port-channel 1
switch(config-if) # shutdown
switch(config-if) # no lacp graceful-convergence
switch(config-if) # no shutdown
switch(config-if) #

LACP グレースフルコンバージェンスの再イネーブル化

はじめる前に

• LACP機能をイネーブルにします。

•ポートチャネルが管理上のダウン状態になっていることを確認します。

•正しいVDCを使用していることを確認します。正しいVDCに切り替えるには、switchtovdc
コマンドを入力します。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
switch# configure terminal
switch(config)#

ステップ 1   

設定するポートチャネルインターフェイス

を指定し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interface port-channel number

例：
switch(config)# interface
port-channel 1
switch(config) #

ステップ 2   

ポートチャネルを管理シャットダウンしま

す。

シャットダウン

例：
switch(config-if)# shutdown
switch(config-if) #

ステップ 3   

指定したポートチャネルのLACPグレース
フルコンバージェンスをイネーブルにしま

す。

lacp graceful-convergence

例：
switch(config-if)# lacp
graceful-convergence
switch(config-if) #

ステップ 4   

ポートチャネルを管理上のアップ状態にし

ます。

no shutdown

例：
switch(config-if)# no shutdown
switch(config-if) #

ステップ 5   

（任意）

リブートおよびリスタート時に実行コン

フィギュレーションをスタートアップコン

copy running-config startup-config

例：
switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 6   

フィギュレーションにコピーして、変更を

継続的に保存します。

次の例は、ポートチャネルのLACPグレースフルコンバージェンスをディセーブルにする方法を
示したものです。

switch# configure terminal
switch(config) # interface port-channel 1
switch(config-if) # shutdown
switch(config-if) # lacp graceful-convergence
switch(config-if) # no shutdown
switch(config-if) #
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ポートチャネル設定の確認
次のコマンドを使用すると、ポートチャネルの設定情報を確認できます。

目的コマンド

ポートチャネルインターフェイスのステータ

スを表示します。

show interface port channelchennal-number

イネーブルにされた機能を表示します。show feature

システムで現在利用可能なリソースの数を表示

します。

show resource

LACP情報を表示します。

これがQSFP+GEMSの場合、slot/port
構文は slot/QSFP-module/portになりま
す。

（注）

show lacp {counters | interfacetypeslot/port |
neighbor | port-channel | system-identifier}

ポートチャネルに追加するためにメンバーポー

ト間で同じにするパラメータを表示します。

show port-channel compatibility-parameters

1つ以上のポートチャネルインターフェイスの
集約状態を表示します。

show port-channel database [interface
port-channelchannel-number]

ポートチャネルインターフェイスの概要を表

示します。

show port-channel summary

ポートチャネルのトラフィック統計情報を表示

します。

show port-channel traffic

使用済みおよび未使用のチャネル番号の範囲を

表示します。

show port-channel usage

現在実行中のポートチャネル機能に関する情報

を表示します。

show port-channel database

ポートチャネルによるロードバランシングにつ

いての情報を表示します。

show port-channel load-balance
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ロードバランシング発信ポート ID の確認

コマンドに関する注意事項

show port-channel load-balanceコマンドを使用すると、ポートチャネルにおいて特定のフレーム
がいずれのポートにハッシュされるかを確認することができます。正確な結果を取得するために

は、VLANおよび宛先MACを指定する必要があります。

ポートチャネル内にポートが 1つしかない場合などには、一部のトラフィックフローはハッ
シュの対象になりません。

（注）

ロードバランシング発信ポート IDを表示する場合は、次のいずれかの操作を実行します。

目的コマンド

発信ポート IDを表示します。switch# show port-channel load-balance
forwarding-path interface
port-channelport-channel-idvlan vlan-id
dst-ipsrc-ipdst-macsrc-macl4-src-portport-id
l4-dst-portport-id

例

次に、ロードバランシング発信ポート IDを表示する例を示します。

switch# show port-channel load-balance forwarding-path interface port-channel 10 vlan 1
dst-ip 1.225.225.225 src-ip 1.1.10.10 src-mac aa:bb:cc:dd:ee:ff
l4-src-port 0 l4-dst-port 1
Missing params will be substituted by 0's. Load-balance Algorithm on switch: source-dest-port
crc8_hash:204 Outgoing port id: Ethernet 1/1 Param(s) used to calculate load balance:
dst-port: 0
src-port: 0
dst-ip: 1.225.225.225
src-ip: 1.1.10.10
dst-mac: 0000.0000.0000
src-mac: aabb.ccdd.eeff

ポートチャネル設定の機能履歴

表 6：ポートチャネル設定の機能履歴

機能情報リリース機能名

この機能が導入されました。6.0(2)N1(2)最小リンク数

この機能が導入されました。7.3(0)N1(1)LACPショートタイムアウ
ト
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